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平成 20年 11 月期中間業績予想と通期業績予想（非連結）の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年４月14日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成 20 年 11 月期業績予想の修正 
(１) 中間期（平成 19 年 12 月１日～平成 20 年５月 31 日） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 1 株当たり 

中間純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 1,686 81 88 39 11 85 
今回修正予想（Ｂ） 1,704 132 142 77 23 09 
増 減 額（Ｂ－Ａ） 17 50 54 37 － 
増 減 率（％） 1.1 62.8 61.5 94.8 － 
(ご参考) 前中間期実績 
(平成 19年 11 月期中間期) 1,661 71 84 34 10 20 
 
(２)通期（平成 19 年 12 月１日～平成 20 年 11 月 30 日） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 3,057 91 106 45 13 54 
今回修正予想（Ｂ） 3,057 134 145 79 23 65 
増 減 額（Ｂ－Ａ） － 42 38 33 － 
増 減 率（％） － 46.3 36.7 74.8 － 
(ご参考) 前期実績 
(平成 19年 11 月期) 3,051 14 41 2 0 87 

２．修正理由 

 当中間期の売上高は、前回予想とほぼ同等に推移する見込みであるものの、素材原価の高騰を受
けて昨年 10 月に実施した一部商品の値上げとともに、原価低減や経費節減に努めたこと等により、
利益面において当初の予想を上回る見込みとなりました。この状況を受けて、当中間期の営業利益
の予想を１億32百万円（前回予想比62.8％増）、経常利益の予想を１億42百万円（前回予想比61.5％
増）、当中間純利益の予想を 77 百万円（前回予想比 94.8％増）とそれぞれ修正いたします。 

 なお、当中間期の業績予想の修正により、通期の業績予想もあわせて修正をいたします。当下期
（自平成 20 年６月１日 至平成 20 年 11 月 30 日）においては、依然として景気の先行きが不透明で
あるため、当社では慎重に経済動向を推察しております。それを踏まえ、売上高の通期予想に関し
ては 30 億 57 百万円と前回予想からの変更はございません。一方、利益面におきましては中間期の
修正に連動するほか、ＩＴ及び修繕費等の諸経費等の発生を見込み、営業利益は１億 34 百万円（前
回予想比 46.3％増）、経常利益は１億 45 百万円（前回予想比 36.7％増）、当期純利益は 79 百万円（前
回予想比 74.8％増）、とそれぞれ修正をいたします。 

[業績等の予想に関する注意事項] 

業績予想につきましては、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したもので、実際の業績等は今
後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

以 上 


